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講時 単位数 2

履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

　第１回　授業の進め方について
　第２回　会話分析について（１）
　第３回　会話分析について（２）
　第４回　会話分析について（３）
　第５回　教科書のモデル会話を分析する（１）
　第６回　教科書のモデル会話を分析する（２）
　第７回　教科書のモデル会話を分析する（３）
　第８回　教科書のモデル会話を分析する（４）
　第９回　教科書のモデル会話を分析する（５）
　第10回　外国人留学生のためのモデル会話を作成する（１）
　第11回　外国人留学生のためのモデル会話を作成する（２）
　第12回　外国人留学生のためのモデル会話を作成する（３）
　第13回　外国人留学生のためのモデル会話を作成する（４）
　第14回　外国人留学生のためのモデル会話を作成する（５）
　第15回　まとめ

テキスト 授業時にプリントを配布する。

参考書 必要に応じて授業中に指示します。

目的と概要
日本語教科書の会話教材を分析することによって日常的な場面で日本人が、あるいは、自分自身がどのように
言葉を使い行動しているかを考える。また、外国人留学生が大学等で遭遇する場面を考え、モデル会話を考
え、会話教材の作成を目指す。

成績評価法 授業時の発言などの平常点、発表、レポートにより評価する。

開期 前期 水曜日4限

授業テーマ 日常的な場面での日本人の言語行動を考える。

科目名 基礎ゼミⅠ

担当教員 樋口　裕子

配当 日文2
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